


















































































































































































【 背 景 】最 近、 キ メ ラ 遺 伝 子 FUS/EWSR1-TFCP2 を 示 す 骨 原 発 の spindle cell 
rhabdomyosarcoma（scRMS）が報告された。Fluorescence in situ hybridization（FISH）
によりFUS再構成を確認した腰椎原発のscRMSの1例を報告する。【症例】70歳代女性。
誘因なく生じた両臀部の疼痛の増悪により歩行不能となった。単純X-PにてL5椎体か
ら椎弓にかけて骨硬化を伴う骨破壊像を認めた。CT像ではL5椎体正中右側、棘突起、
左下関節突起に骨硬化像を認めた。また、棘突起基部、右椎弓根部、横突起に骨破壊
を認めた。臓器内にCTで明らかな原発巣は指摘できない。腰椎MRIではL5棘突起か
ら脊柱管内にT1 low-iso、T2 iso-high、辺縁がやや造影される20×14×14mm大の腫
瘤性病変を認めた。この腫瘤の後方、L5棘突起周囲、右横突起部に骨を破壊するT1 
low，T2 low-highで造影効果も伴う25×24×38mm大の腫瘤性病変も見られ、内部に
一部fluid levelを認めた。転移性骨腫瘍が疑われ入院となり生検を行った。組織学的
所見では核クロマチン粗造な腫大した類円形から楕円形核を有する円形、短紡錘形の
腫瘍細胞が線維増生を伴い充実性、束状に増殖していた。免疫組織化学では腫瘍細胞
はAE1/AE3、vimentin、desmin、myogenin、MyoD1、ALKに陽性であった。FISH
ではFUSの分離シグナルが腫瘍細胞の80%でTFCP2が64%で検出され、キメラ遺伝
子FUS-TFCP2の存在が示唆された。FUS再構成を示す骨原発のscRMSと診断した。
完全切除が困難であり、現在、化学放射線療法中である。【結語】キメラ遺伝子FUS/
EWSR1-FCP2を持つ骨原発のscRMSの報告は少なく、今後の集学的研究が必要である。
